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(57)【要約】
【課題】タイムゾーンを容易に変更できる電子時計を提
供する。
【解決手段】電子時計は、操作手段と、基準時刻との時
差を示す複数のタイムゾーンデータに関する情報と、前
記複数のタイムゾーンデータのうち設定されているタイ
ムゾーンデータに関する情報と、を記憶する記憶部と、
少なくとも時針および分針を有し、時刻を表示する時刻
表示部と、前記設定されているタイムゾーンデータに関
する情報を修正するタイムゾーン修正モードを実行する
制御部と、を有する電子時計であって、前記制御部は、
前記タイムゾーン修正モードでは、前記操作手段の操作
ごとに、前記時針を移動させて時刻を前記時刻表示部に
表示させ、前記表示された時刻に対応するタイムゾーン
データに基づいて、前記設定されているタイムゾーンデ
ータに関する情報を修正することを特徴とする。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　操作手段と、
　基準時刻との時差を示す複数のタイムゾーンデータに関する情報と、前記複数のタイム
ゾーンデータのうち設定されているタイムゾーンデータに関する情報と、を記憶する記憶
部と、
　少なくとも時針および分針を有し、時刻を表示する時刻表示部と、
　前記設定されているタイムゾーンデータに関する情報を修正するタイムゾーン修正モー
ドを実行する制御部と、
　を有する電子時計であって、
　前記制御部は、
　前記タイムゾーン修正モードでは、
　前記操作手段の操作ごとに、前記時針を移動させて時刻を前記時刻表示部に表示させ、
　前記表示された時刻に対応するタイムゾーンデータに基づいて、前記設定されているタ
イムゾーンデータに関する情報を修正する
　ことを特徴とする電子時計。
【請求項２】
　操作手段と、
　基準時刻との時差を示す複数のタイムゾーンデータに関する情報と、前記複数のタイム
ゾーンデータのうち設定されているタイムゾーンデータに関する情報と、を記憶する記憶
部と、
　少なくとも時針および分針を有し、時刻を表示する時刻表示部と、
　前記設定されているタイムゾーンデータに関する情報を修正するタイムゾーン修正モー
ドを実行する制御部と、
　を有する電子時計であって、
　前記制御部は、
　前記タイムゾーン修正モードでは、
　前記時針を移動させる時針修正モードと、前記分針を移動させる分針修正モードと、を
切り替えて実行可能に構成され、
　前記時針修正モードにおいては、前記操作手段の操作ごとに、前記時針を移動させて時
刻を前記時刻表示部に表示させ、
　前記分針修正モードにおいては、前記操作手段の操作ごとに、前記分針を移動させて時
刻を前記時刻表示部に表示させ、
　前記表示された時刻に対応するタイムゾーンデータに基づいて、前記設定されているタ
イムゾーンデータに関する情報を修正する
　ことを特徴とする電子時計。
【請求項３】
　操作手段と、
　基準時刻との時差を示す複数のタイムゾーンデータに関する情報と、前記複数のタイム
ゾーンデータのうち設定されているタイムゾーンデータに関する情報と、を記憶する記憶
部と、
　少なくとも時針および分針を有し、時刻を表示する時刻表示部と、
　前記設定されているタイムゾーンデータに関する情報を修正するタイムゾーン修正モー
ドを実行する制御部と、
　を有する電子時計であって、
　前記制御部は、
　前記タイムゾーン修正モードでは、
　前記操作手段の操作ごとに、前記時針および前記分針を移動させて時刻を前記時刻表示
部に表示させ、
　前記表示された時刻に対応するタイムゾーンデータに基づいて、前記設定されているタ
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イムゾーンデータに関する情報を修正する
　ことを特徴とする電子時計。
【請求項４】
　請求項２に記載の電子時計において、
　前記制御部は、
　前記分針修正モードにおいて、
　前記操作手段の操作ごとに、前記時針の位置に対応して選択可能なタイムゾーンデータ
で設定可能な位置に、前記分針を移動させる
　ことを特徴とする電子時計。
【請求項５】
　請求項３に記載の電子時計において、
　前記制御部は、
　前記操作手段の操作ごとに、前記複数のタイムゾーンデータに基づいて設定可能な位置
に前記時針を移動させ、
　前記操作手段の操作から一定時間経過後に、前記複数のタイムゾーンデータに基づいて
設定可能な位置に前記分針を移動させる
　ことを特徴とする電子時計。
【請求項６】
　請求項１から請求項５のいずれか一項に記載の電子時計において、
　前記時針を駆動する時針用モーターと、
　前記分針を駆動する分針用モーターとを有する
　ことを特徴とする電子時計。
【請求項７】
　請求項１から請求項６のいずれか一項に記載の電子時計において、
　電波を受信する受信部を有し、
　前記制御部は、前記受信した電波に基づいて前記タイムゾーンデータに関する情報を修
正する
　ことを特徴とする電子時計。
【請求項８】
　請求項１から請求項７のいずれか一項に記載の電子時計において、
　前記制御部は、
　協定世界時に対して進んでいるタイムゾーンにおいて、前記協定世界時に対する時差が
最大のタイムゾーンを第１タイムゾーンとし、
　協定世界時に対して遅れているタイムゾーンにおいて、前記協定世界時に対する時差が
最大のタイムゾーンを第２タイムゾーンとした場合、
　前記操作手段の操作により、前記第１タイムゾーンに対応する時刻が表示された後、さ
らに時刻を進める操作が行われた場合には、前記第１タイムゾーンに対応する時刻の表示
を継続し、
　前記操作手段の操作により、前記第２タイムゾーンに対応する時刻が表示された後、さ
らに時刻を遅らせる操作が行われた場合には、前記第２タイムゾーンに対応する時刻の表
示を継続する
　ことを特徴とする電子時計。
【請求項９】
　請求項１から請求項７のいずれか一項に記載の電子時計において、
　前記制御部は、
　協定世界時に対して進んでいるタイムゾーンにおいて、前記協定世界時に対する時差が
最大のタイムゾーンを第１タイムゾーンとし、
　協定世界時に対して遅れているタイムゾーンにおいて、前記協定世界時に対する時差が
最大のタイムゾーンを第２タイムゾーンとした場合、
　前記操作手段の操作により、前記第１タイムゾーンに対応する時刻が表示された後、さ
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らに時刻を進める操作が行われた場合には、前記第２タイムゾーンに対応する時刻を表示
し、
　前記操作手段の操作により、前記第２タイムゾーンに対応する時刻が表示された後、さ
らに時刻を遅らせる操作が行われた場合には、前記第１タイムゾーンに対応する時刻を表
示する
　ことを特徴とする電子時計。
【請求項１０】
　請求項１から請求項９のいずれか一項に記載の電子時計において、
　前記制御部は、
　前記操作手段によって予め設定された第１ジャンプ操作が行われた場合に、前記時針を
移動させずに設定されているタイムゾーンを＋１２時間変更する第１ジャンプ機能と、
　前記操作手段によって予め設定された第２ジャンプ操作が行われた場合に、前記時針を
移動させずに設定されているタイムゾーンを－１２時間変更する第２ジャンプ機能とを有
する
　ことを特徴とする電子時計。
【請求項１１】
　請求項１から請求項１０のいずれか一項に記載の電子時計において、
　前記時刻表示部は秒針を備え、
　前記制御部は、
　前記操作手段によって表示時刻が修正されている間、前記時針の示す時刻が午前である
か午後であるかを前記秒針で表示する
　ことを特徴とする電子時計。
【請求項１２】
　請求項１から請求項１０のいずれか一項に記載の電子時計において、
　前記時刻表示部は日車を備え、
　前記制御部は、
　前記操作手段によって表示時刻が修正されている間、前記時針の示す時刻が午前である
か午後であるかを前記日車で表示する
　ことを特徴とする電子時計。
【請求項１３】
　請求項１から請求項１０のいずれか一項に記載の電子時計において、
　前記時刻表示部は秒針を備え、
　前記制御部は、
　前記操作手段によって夏時間の設定状態を表示する夏時間設定表示操作が行われた場合
は、夏時間が設定されているオン状態または夏時間が設定されていないオフ状態のいずれ
かを前記秒針で表示し、
　前記夏時間の設定状態の表示時に、前記操作手段によって夏時間の設定の切替操作が行
われた場合は、現在の夏時間の設定をオン状態またはオフ状態に切り替える
　ことを特徴とする電子時計。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示時刻のタイムゾーンを手動操作で変更可能な電子時計に関する。
【背景技術】
【０００２】
　手動操作でタイムゾーンを選択して、表示時刻を変更できる電子時計が知られている（
例えば特許文献１）。
　前記電子時計は、タイムゾーンを示す都市名や、協定世界時（ＵＴＣ）との時差を示す
時差情報が、ベゼルなどに表記されている。そして、ユーザーの操作により、タイムゾー
ン修正モードに移行すると、秒針は、現在設定されているタイムゾーンに対応する都市名
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や時差情報を指示する。さらに、ユーザーが、りゅうずやボタン操作でタイムゾーンの変
更操作を行うと、秒針が連動して移動する。このため、電子時計のユーザーは、秒針が指
示する代表都市名や時差情報を確認しながらタイムゾーンを設定していた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１６－１６６７８６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、時計を小型化した場合には、ベゼルなどの外装ケースや文字板に表記し
た都市名や時差情報の文字が小さくなって視認し難くなる。また、タイムゾーンの代表都
市名は英字３文字の略語で表示されることが多く、ユーザーによっては、どの地域のタイ
ムゾーンであるかを直感的に理解することが難しい場合もある。
　このため、ユーザーがタイムゾーンを選択して変更することが難しいという課題がある
。
【０００５】
　本発明の目的は、タイムゾーンを容易に変更できる電子時計を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の電子時計は、操作手段と、基準時刻との時差を示す複数のタイムゾーンデータ
に関する情報と、前記複数のタイムゾーンデータのうち設定されているタイムゾーンデー
タに関する情報と、を記憶する記憶部と、少なくとも時針および分針を有し、時刻を表示
する時刻表示部と、前記設定されているタイムゾーンデータに関する情報を修正するタイ
ムゾーン修正モードを実行する制御部と、を有する電子時計であって、前記制御部は、前
記タイムゾーン修正モードでは、前記操作手段の操作ごとに、前記時針を移動させて時刻
を前記時刻表示部に表示させ、前記表示された時刻に対応するタイムゾーンデータに基づ
いて、前記設定されているタイムゾーンデータに関する情報を修正することを特徴とする
。
【０００７】
　本発明によれば、タイムゾーン修正モードでは、りゅうずやボタンなどの操作手段によ
って、時針を直接移動させることができ、設定されているタイムゾーンデータを、移動後
の表示時刻に対応するタイムゾーンデータに基づいて修正することができる。このため、
ユーザーは、表示したい現地のタイムゾーンを知らなくても、現地時刻や現在地との時差
を知っていれば、時針を直接移動させることで、タイムゾーンデータを容易に変更できる
。
　また、時針を時差分だけ直接移動すればよいので、ユーザーは時差を直感的にかつ迅速
に修正できる。さらに、時計の外装ケースなどにタイムゾーンを指示する代表都市名や時
差情報を表示する必要が無いため、女性用の腕時計などの小型の時計でも利用でき、また
、時計のデザイン性も向上できる。
【０００８】
　本発明の電子時計は、操作手段と、基準時刻との時差を示す複数のタイムゾーンデータ
に関する情報と、前記複数のタイムゾーンデータのうち設定されているタイムゾーンデー
タに関する情報と、を記憶する記憶部と、少なくとも時針および分針を有し、時刻を表示
する時刻表示部と、前記設定されているタイムゾーンデータに関する情報を修正するタイ
ムゾーン修正モードを実行する制御部と、を有する電子時計であって、前記制御部は、前
記タイムゾーン修正モードでは、前記時針を移動させる時針修正モードと、前記分針を移
動させる分針修正モードと、を切り替えて実行可能に構成され、前記時針修正モードにお
いては、前記操作手段の操作ごとに、前記時針を移動させて時刻を前記時刻表示部に表示
させ、前記分針修正モードにおいては、前記操作手段の操作ごとに、前記分針を移動させ
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て時刻を前記時刻表示部に表示させ、前記表示された時刻に対応するタイムゾーンデータ
に基づいて、前記設定されているタイムゾーンデータに関する情報を修正することを特徴
とする。
【０００９】
　本発明によれば、タイムゾーン修正モードでは、りゅうずやボタンなどの操作手段によ
って、時針を直接移動させる時針修正モードと、分針を直接移動させる分針修正モードと
を備え、設定されているタイムゾーンデータを、時針、分針の移動後の表示時刻に対応す
るタイムゾーンデータに基づいて修正することができる。このため、ユーザーは、表示し
たい現地のタイムゾーンを知らなくても、現地時刻や現在地との時差を知っていれば、時
針、分針を直接移動させることで、タイムゾーンデータを容易に変更できる。
　また、時針および分針を時差分だけ直接移動すればよいので、ユーザーは時差を直感的
にかつ迅速に修正できる。特に、時針のみを移動することもできるので、分針を移動する
必要が無い場合に、タイムゾーンデータを迅速に修正することができる。
　さらに、時針だけでなく、分針も移動できるため、分まで修正が必要なタイムゾーンを
も設定でき、より正確な時刻表示を行うことができる。
　また、時計の外装ケースなどにタイムゾーンを指示する代表都市名や時差情報を表示す
る必要が無いため、女性用の腕時計などの小型の時計でも利用でき、また、時計のデザイ
ン性も向上できる。
【００１０】
　本発明の電子時計は、操作手段と、基準時刻との時差を示す複数のタイムゾーンデータ
に関する情報と、前記複数のタイムゾーンデータのうち設定されているタイムゾーンデー
タに関する情報と、を記憶する記憶部と、少なくとも時針および分針を有し、時刻を表示
する時刻表示部と、前記設定されているタイムゾーンデータに関する情報を修正するタイ
ムゾーン修正モードを実行する制御部と、を有する電子時計であって、前記制御部は、前
記タイムゾーン修正モードでは、前記操作手段の操作ごとに、前記時針および前記分針を
移動させて時刻を前記時刻表示部に表示させ、前記表示された時刻に対応するタイムゾー
ンデータに基づいて、前記設定されているタイムゾーンデータに関する情報を修正するこ
とを特徴とする。
【００１１】
　本発明によれば、タイムゾーン修正モードでは、りゅうずやボタンなどの操作手段によ
って、時針および分針を直接移動させることができ、設定されているタイムゾーンデータ
を、時針、分針の移動後の表示時刻に対応するタイムゾーンデータに基づいて修正するこ
とができる。このため、ユーザーは、表示したい現地のタイムゾーンを知らなくても、現
地時刻や現在地との時差を知っていれば、時針、分針を直接移動させることで、タイムゾ
ーンデータを容易に変更できる。
　また、時針および分針を時差分だけ直接移動すればよいので、ユーザーは時差を直感的
にかつ迅速に修正できる。
　さらに、時針だけでなく、分針も移動できるため、分まで修正が必要なタイムゾーンを
も設定でき、より正確な時刻表示を行うことができる。
　また、時計の外装ケースなどにタイムゾーンを指示する代表都市名や時差情報を表示す
る必要が無いため、女性用の腕時計などの小型の時計でも利用でき、また、時計のデザイ
ン性も向上できる。
【００１２】
　本発明の電子時計において、前記制御部は、前記分針修正モードにおいて、前記操作手
段の操作ごとに、前記時針の位置に対応して選択可能なタイムゾーンデータで設定可能な
位置に、前記分針を移動させることが好ましい。
【００１３】
　本発明によれば、時針の位置に対応して、分針の移動位置を適切に設定できるため、分
針修正モードにおける操作回数を最小限にすることができ、タイムゾーンデータを迅速に
修正できる。
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【００１４】
　本発明の電子時計において、前記制御部は、前記操作手段の操作ごとに、前記複数のタ
イムゾーンデータに基づいて設定可能な位置に前記時針を移動させ、前記操作手段の操作
から一定時間経過後に、前記複数のタイムゾーンデータに基づいて設定可能な位置に前記
分針を移動させることが好ましい。
【００１５】
　本発明によれば、時針および分針を移動する際に、操作手段で複数の操作が連続して行
われた場合に、分針の移動が必要なタイムゾーンデータと、不要なタイムゾーンデータと
が順次選択される場合がある。この場合、分針の移動が終了する前に、分針の移動が不要
なタイムゾーンデータが選択されると、分針が無駄に移動することになる。これに対し、
本発明では、分針の移動を遅らせているので、分針の無駄な移動を抑制することができる
。
【００１６】
　本発明の電子時計において、前記時針を駆動する時針用モーターと、前記分針を駆動す
る分針用モーターとを有することが好ましい。
　本発明によれば、時針および分針を独立して移動できるため、時針および分針の移動を
最小限にすることができ、時針および分針を１つのモーターで駆動する場合に比べて、タ
イムゾーンデータを迅速に修正することができる。
【００１７】
　本発明の電子時計において、電波を受信する受信部を有し、前記制御部は、前記受信し
た電波に基づいて前記タイムゾーンデータに関する情報を修正することが好ましい。
【００１８】
　本発明の電子時計によれば、操作部材を操作することによるタイムゾーンデータの修正
と、受信による修正とを併用できる。このため、電波を受信できる環境であれば受信によ
る修正を行い、飛行機で移動中など受信できない環境であれば操作部材の操作で修正でき
、ユーザーの利便性を向上できる。
【００１９】
　本発明の電子時計において、前記制御部は、協定世界時に対して進んでいるタイムゾー
ンにおいて、前記協定世界時に対する時差が最大のタイムゾーンを第１タイムゾーンとし
、協定世界時に対して遅れているタイムゾーンにおいて、前記協定世界時に対する時差が
最大のタイムゾーンを第２タイムゾーンとした場合、前記操作手段の操作により、前記第
１タイムゾーンに対応する時刻が表示された後、さらに時刻を進める操作が行われた場合
には、前記第１タイムゾーンに対応する時刻の表示を継続し、前記操作手段の操作により
、前記第２タイムゾーンに対応する時刻が表示された後、さらに時刻を遅らせる操作が行
われた場合には、前記第２タイムゾーンに対応する時刻の表示を継続することが好ましい
。
【００２０】
　協定世界時に対する時差は、協定世界時に対して進んでいる地域では第１タイムゾーン
（＋１４時間）が最大であり、遅れている地域では第２タイムゾーン（－１２時間）が最
大である。ここで、例えば、時刻を進める操作を行って、＋１４時間に対応する時刻が表
示された後、さらに時刻を進める操作を行った場合に、－１２時間に対応する時刻に変化
すると、ユーザーが意図せずに操作してしまい、ユーザーが混乱する可能性がある。
　これに対し、本発明では、第１タイムゾーンや第２タイムゾーンの時刻に維持されるた
め、ユーザーがタイムゾーンデータの設定状態を容易に把握でき、混乱を防止できる。
【００２１】
　本発明の電子時計において、前記制御部は、協定世界時に対して進んでいるタイムゾー
ンにおいて、前記協定世界時に対する時差が最大のタイムゾーンを第１タイムゾーンとし
、協定世界時に対して遅れているタイムゾーンにおいて、前記協定世界時に対する時差が
最大のタイムゾーンを第２タイムゾーンとした場合、前記操作手段の操作により、前記第
１タイムゾーンに対応する時刻が表示された後、さらに時刻を進める操作が行われた場合
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には、前記第２タイムゾーンに対応する時刻を表示し、前記操作手段の操作により、前記
第２タイムゾーンに対応する時刻が表示された後、さらに時刻を遅らせる操作が行われた
場合には、前記第１タイムゾーンに対応する時刻を表示することが好ましい。
【００２２】
　ユーザーが、時刻を進める操作と遅らせる操作とを誤って行った場合でも、＋１４時間
に対応する時刻が表示された後、さらに時刻を進める操作を行えば、－１２時間に対応す
る時刻に変化させることができる。このため、同一方向の操作で、すべてのタイムゾーン
データに対応する時刻を表示でき、操作が途切れることなく、修正を継続することができ
る。
【００２３】
　本発明の電子時計において、前記制御部は、前記操作手段によって予め設定された第１
ジャンプ操作が行われた場合に、前記時針を移動させずに設定されているタイムゾーンを
＋１２時間変更する第１ジャンプ機能と、前記操作手段によって予め設定された第２ジャ
ンプ操作が行われた場合に、前記時針を移動させずに設定されているタイムゾーンを－１
２時間変更する第２ジャンプ機能とを有することが好ましい。
【００２４】
　本発明によれば、時差が±１２時間を超えて修正する場合に、時針を１周することなく
タイムゾーン修正を行うことができ、迅速な時刻修正を行うことができる。
【００２５】
　本発明の電子時計において、前記時刻表示部は秒針を備え、前記制御部は、前記操作手
段によって表示時刻が修正されている間、前記時針の示す時刻が午前であるか午後である
かを前記秒針で表示することが好ましい。
【００２６】
　本発明によれば、時針を直接移動させている間に、表示時刻が午前であるか午後である
かを秒針で表示できるため、ユーザーは、秒針の表示によって、午前、午後を正しく把握
でき、正しいタイムゾーンデータに容易に修正できる。
【００２７】
　本発明の電子時計において、前記時刻表示部は日車を備え、前記制御部は、前記操作手
段によって表示時刻が修正されている間、前記時針の示す時刻が午前であるか午後である
かを前記日車で表示することが好ましい。
【００２８】
　本発明によれば、時針を直接移動させている間に、表示時刻が午前であるか午後である
かを日車で表示できるため、ユーザーは、日車の表示によって、午前、午後を正しく把握
でき、正しいタイムゾーンデータに容易に修正できる。
【００２９】
　本発明の電子時計において、前記時刻表示部は秒針を備え、前記制御部は、前記操作手
段によって夏時間の設定状態を表示する夏時間設定表示操作が行われた場合は、夏時間が
設定されているオン状態または夏時間が設定されていないオフ状態のいずれかを前記秒針
で表示し、前記夏時間の設定状態の表示時に、前記操作手段によって夏時間の設定の切替
操作が行われた場合は、現在の夏時間の設定をオン状態またはオフ状態に切り替えること
が好ましい。
【００３０】
　本発明によれば、夏時間の設定状態を秒針で表示できるため、利用者は夏時間の設定が
必要か否かを容易に判断でき、正確な時差修正を行うことができる。また、夏時間の設定
のオン、オフも操作手段の操作で容易に切り替えることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明に係る第１実施形態の電子時計の平面図。
【図２】第１実施形態の電子時計の断面図。
【図３】第１実施形態のムーブメントの平面図。
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【図４】第１実施形態の電子時計の回路構成を示すブロック図。
【図５】第１実施形態の記憶装置のデータ構成を示す図。
【図６】第１実施形態のタイムゾーン手動設定データを示す図。
【図７】第１実施形態のタイムゾーン設定処理を示すフローチャート。
【図８】第１実施形態のタイムゾーンの修正例を示す図。
【図９】本発明に係る第２実施形態のタイムゾーン手動設定データを示す図。
【図１０】第２実施形態のタイムゾーン設定処理を示すフローチャート。
【図１１】第２実施形態のタイムゾーン選択処理を示すフローチャート。
【図１２】第２実施形態の分のみ変更するタイムゾーンの修正例を示す図。
【図１３】第２実施形態の時および分を変更するタイムゾーンの修正例を示す図。
【図１４】第２実施形態の時および分を変更するタイムゾーンの他の修正例を示す図。
【図１５】本発明に係る第３実施形態のタイムゾーン設定処理を示すフローチャート。
【図１６】第３実施形態のタイムゾーンの修正例を示す図。
【図１７】本発明に係る他の実施形態のタイムゾーンの修正例を示す図。
【図１８】本発明に係るさらに他の実施形態の電子時計の平面図。
【図１９】本発明に係るさらに他の実施形態の電子時計の表示機構を説明する図。
【図２０】本発明に係るさらに他の実施形態の電子時計の平面図。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　［第１実施形態］
　以下、本発明に係る第１実施形態を図面に基づいて説明する。なお、本実施形態では、
電子時計１のカバーガラス３１側を表面側（上側）とし、裏蓋１２側を裏面側（下側）と
して説明する。
　図１に示すように、電子時計１は、文字板２および指針３を有する時刻表示用の時刻表
示部１Ａと、文字板２の日窓２Ｂおよび日車５を有するカレンダー表示部１Ｂとを備える
腕時計である。
【００３３】
　文字板２は、ポリカーボネートなどの非導電性部材にて円板状に形成されている。日窓
２Ｂは文字板２の３時位置に設けられている。文字板２には、図２に示すように、日窓２
Ｂの他、指針３の指針軸３Ａが挿通される貫通孔２Ｃも形成されている。貫通孔２Ｃは、
文字板２の平面中心位置に形成されている。
【００３４】
　指針３は、秒針３Ｂ、分針３Ｃ、時針３Ｄを備えて構成される。指針３および日車５は
、後述するステップモーター２２１～２２４および輪列を介して駆動される。
　また、電子時計１には、図１に示すように、外部操作用の操作手段であるりゅうず６、
ボタン７が設けられている。りゅうず６およびボタン７は、入力装置５３（図４参照）を
構成する。入力装置５３は、この他、りゅうず６が先端に取り付けられる巻真と、巻真に
取り付けられたスイッチ車と、スイッチ車によって押されるスイッチ接点ばねと、回路基
板２３に設けられた２つの電極とを備えて構成される。スイッチ車は、りゅうず６が右に
所定角度回転する毎に、スイッチ接点ばねを２つの電極のうち１方の電極に接触させる。
これにより、りゅうず６が右回転されたことが検出されるとともに、入力が行われる。ま
た、スイッチ車は、りゅうず６が左に所定角度回転する毎に、スイッチ接点ばねを２つの
電極のうち他方の電極に接触させる。これにより、りゅうず６が左回転されたことが検出
されるとともに、入力が行われる。
【００３５】
　電子時計１は、地球の上空を所定の軌道で周回している複数のＧＰＳ衛星などからの衛
星信号を受信して衛星時刻情報を取得し、内部時刻情報を修正できるように構成されてい
る。
　なお、ＧＰＳ衛星は、位置情報衛星の一例であり、地球の上空に複数存在している。現
在は約３０個のＧＰＳ衛星が周回している。
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【００３６】
　［電子時計の外装構造］
　図１、図２に示すように、電子時計１は、ムーブメント２０等を収容する外装ケース１
０を備える。外装ケース１０は、ケース本体１１と、裏蓋１２とを備える。
　ケース本体１１は、円筒状の胴１１１と、胴１１１の表面側に設けられたベゼル１１２
とを備える。
　ベゼル１１２は、リング状に形成されている。そして、ベゼル１１２と胴１１１とは、
互いの対向面に形成された凹凸による嵌め合わせ構造あるいは両面粘着テープや接着剤等
の手段により接続されている。なお、ベゼル１１２は、胴１１１に対して回転可能に取り
付けられていてもよい。
　また、ベゼル１１２の内側には、ベゼル１１２によって保持されたカバーガラス３１が
取り付けられている。
【００３７】
　ケース本体１１の裏面側には、ケース本体１１の裏面側の開口を塞ぐ円板状の裏蓋１２
が設けられている。裏蓋１２は、ケース本体１１の胴１１１にねじ構造により接続される
。
　なお、本実施形態では、胴１１１と裏蓋１２とは、別体で構成されているが、これに限
らず、胴１１１および裏蓋１２が一体化されたワンピースケースでもよい。
　胴１１１、ベゼル１１２、裏蓋１２には、ＢＳ（真鍮）、ＳＵＳ（ステンレス鋼）、チ
タン合金などの導電性の金属材料が利用される。
【００３８】
　［電子時計の内部構造］
　次に、電子時計１の外装ケース１０に内蔵される内部構造について説明する。
　図１、図２に示すように、外装ケース１０内には、文字板２の他、ムーブメント２０、
平面アンテナ（パッチアンテナ）４０、日車５、ダイヤルリング３２等が収容される。
【００３９】
　ムーブメント２０は、地板２１、地板２１に支持される駆動機構２２、回路基板２３、
二次電池２４、ソーラーパネル２５を備える。
　地板２１は、プラスチック等の非導電性部材にて形成されている。地板２１は、駆動機
構２２を収容する駆動機構収容部２１Ａと、日車５が配置される日車配置部２１Ｂと、平
面アンテナ４０を収容するアンテナ収容部２１Ｃとを備える。日車配置部２１Ｂは、地板
２１の表面に形成されたリング状の凹溝部で構成されている。駆動機構収容部２１Ａおよ
びアンテナ収容部２１Ｃは、地板２１の裏面側に設けられている。
【００４０】
　駆動機構２２は、地板２１の駆動機構収容部２１Ａに収容され、時刻表示部１Ａ、カレ
ンダー表示部１Ｂの指針３、日車５を駆動する。すなわち、駆動機構２２は、図３に示す
ように、指針３の時針３Ｄを駆動する第１ステップモーター２２１および第１輪列（図示
略）と、指針３の分針３Ｃを駆動する第２ステップモーター２２２および第２輪列（図示
略）と、指針３の秒針３Ｂを駆動する第３ステップモーター２２３および第３輪列（図示
略）と、日車５を駆動する第４ステップモーター２２４および第４輪列（図示略）とを有
する。すなわち、第１ステップモーター２２１は、時針用モーターを構成し、第２ステッ
プモーター２２２は、分針用モーターを構成し、第３ステップモーター２２３は、秒針用
モーターを構成し、第４ステップモーター２２４は、日車用モーターを構成する。
【００４１】
　図２に示すように、回路基板２３は、平面略円形に形成され、かつ、二次電池２４が配
置される略円形の切欠部２３１が形成されている。この回路基板２３は、文字板２側の面
である表面が地板２１の裏面に当接され、ねじ等によって地板２１に固定されている。回
路基板２３の表面側には、平面アンテナ４０が実装されている。また、回路基板２３の裏
面側には、ＧＰＳ衛星から受信した衛星信号を処理する受信部である受信装置５１と、ス
テップモーター２２１～２２４の制御を行う制御部としての制御装置７０と、電源用ＩＣ
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（図示略）などが実装されている。
【００４２】
　本実施形態では、受信装置５１、制御装置７０、電源用ＩＣは、平面アンテナ４０に対
して、回路基板２３の反対側に配置されているので、受信回路や電源回路から発生するデ
ジタルノイズが平面アンテナ４０に飛び込みにくくなるので、受信感度も向上できる。
　さらに、受信装置５１は、シールド板２６で囲まれているので、受信装置５１が、制御
装置７０が発生するノイズの影響を受けることもない。
【００４３】
　二次電池２４は、平面円形に形成されたボタン型のリチウムイオン電池である。二次電
池２４は、駆動機構２２、受信装置５１、制御装置７０等に電力を供給する。二次電池２
４は、回路基板２３の切欠部２３１に設けられている。
【００４４】
　ソーラーパネル２５は、光を通すために表面電極はＩＴＯ（Indium Tin Oxide）などの
透明電極で形成されている。また、樹脂フィルムで構成されたベース上に、発電層として
アモルファスシリコン半導体の薄膜が形成されている。
　ＧＰＳ衛星信号の周波数は、約１．５ＧＨｚであり、高周波であるため、電波時計で受
信する長波の標準電波と異なり、薄い透明電極でも電波は減衰し、アンテナ特性が低下す
る。このため、円板状に形成されたソーラーパネル２５は、平面アンテナ４０と平面視で
重なる部分に切欠部２５１が形成されている。このため、ソーラーパネル２５は、地板２
１の表面側に配置され、平面アンテナ４０の表面側には配置されていない。したがって、
平面アンテナ４０は、ソーラーパネル２５の切欠部２５１を通して電波を受信できる。
　なお、ソーラーパネル２５には、文字板２の日窓２Ｂと平面的に重なる開口や、指針３
の指針軸３Ａが挿通される孔が形成されている。
【００４５】
　アンテナ収容部２１Ｃには、パッチアンテナ（マイクロストリップアンテナ）である平
面アンテナ４０が配置される。平面アンテナ４０は、ＧＰＳ衛星からの衛星信号を受信す
るものである。この平面アンテナ４０の詳細については後述する。
【００４６】
　地板２１の日車配置部２１Ｂには、リング状に形成され、表面に日付が表示されたカレ
ンダー車である日車５が配置される。日車５は、プラスチック等の非導電性部材により形
成されている。ここで、日車５は、平面視において、平面アンテナ４０の少なくとも一部
と重なっている。なお、カレンダー車としては、日車５に限らず、曜日を表示する曜車や
、月を表示する月車などでもよい。
【００４７】
　地板２１の表面側には、ソーラーパネル２５および日車５の表面側を覆って、文字板２
が配置される。文字板２は、非導電性を有し、かつ、少なくとも一部の光を透過させる透
光性を有するプラスチックなどの材料で形成されている。
【００４８】
　文字板２の表面側には、非導電性部材である合成樹脂（例えばＡＢＳ樹脂）にて形成さ
れたリング部材であるダイヤルリング３２が設けられる。ダイヤルリング３２は、文字板
２の周囲に沿って配置されている。ダイヤルリング３２をプラスチックで成形すれば、受
信性能も確保でき、かつ、複雑な形状も形成できて意匠性を向上できる。このダイヤルリ
ング３２は、ベゼル１１２によって文字板２側へ押しつけられて保持されている。
【００４９】
　［平面アンテナ］
　平面アンテナ４０は、平面視において、ケース本体１１（胴１１１およびベゼル１１２
）、ソーラーパネル２５とは重ならずに、非導電性部材にて形成された日車５、文字板２
、カバーガラス３１と重なっている。すなわち、電子時計１では、平面アンテナ４０の時
計表面側において、平面視で平面アンテナ４０と重なる部品はすべて非導電性部材にて形
成されている。
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　このため、時計表面側から伝播されてくる衛星信号は、カバーガラス３１を透過した後
、ケース本体１１またはソーラーパネル２５によって遮られることなく、文字板２、日車
５、地板２１を透過して平面アンテナ４０に入射する。なお、指針３は平面アンテナ４０
と重なる面積が小さいことから、金属製であっても衛星信号の受信に支障ないが、非導電
性部材であれば衛星信号が遮断される影響をより回避できる点で好ましい。
【００５０】
　ＧＰＳ衛星は、右旋円偏波で衛星信号を送信している。そのため、本実施形態の平面ア
ンテナ４０は、円偏波特性に優れるパッチアンテナ（マイクロストリップアンテナともい
う）で構成されている。
　本実施形態の平面アンテナ４０は、セラミックの誘電体基材４１に導電性のアンテナ電
極４２を積層したパッチアンテナである。
　この平面アンテナ４０は、次のようにして製造できる。まず、比誘電率が６０～１００
程度のチタン酸バリウムを主原料にプレス機で目的の形に成形し、焼成を経てアンテナの
誘電体基材４１となるセラミックスを完成する。誘電体基材４１の裏面（回路基板２３側
の面）には、主に銀（Ag）等のペースト材をスクリーン印刷すること等で、アンテナのグ
ランド（ＧＮＤ）となるＧＮＤ電極（図示略）を構成する。
　誘電体基材４１の表面（地板２１、文字板２側の面）には、アンテナの周波数、受信す
る信号の偏波を決めるアンテナ電極４２をＧＮＤ電極と同様な方法で構成する。
【００５１】
　この平面アンテナ４０は、回路基板２３の表面に実装され、回路基板２３の裏面の受信
装置５１であるアンテナＧＰＳモジュールに電気的に接続される。さらに、平面アンテナ
４０のＧＮＤ電極を回路基板２３のグランドパターンを介して受信装置５１のグランド部
に導通させることで、回路基板２３はグランド板（グランドプレーン）として機能する。
さらに、受信装置５１のグランド部を、回路基板２３のグランドパターンを介して金属製
の胴１１１や裏蓋１２に導通することで、胴１１１や裏蓋１２もグランドプレーンとして
利用できる。
　この平面アンテナ４０は、回路基板２３を地板２１に固定することで、アンテナ収容部
２１Ｃに配置される。
【００５２】
　［電子時計の回路構成］
　図４は、電子時計１の回路構成を示すブロック図である。電子時計１は、受信装置５１
、制御装置７０、計時装置５２、記憶装置６０、入力装置５３、ソーラーパネル２５が発
電した電力を二次電池２４に蓄積して充電する充電回路５５を備える。
【００５３】
　［受信装置］
　受信装置５１は、二次電池２４に蓄積された電力で駆動される負荷であり、制御装置７
０によって駆動されると、平面アンテナ４０を通じてＧＰＳ衛星から送信される衛星信号
を受信する。そして、受信装置５１は、衛星信号の受信に成功した場合には、取得した軌
道情報やＧＰＳ時刻情報などの情報を制御装置７０へ送信する。一方、衛星信号の受信に
失敗した場合には、受信装置５１は、その旨の情報を制御装置７０へ送信する。なお、受
信装置５１の構成は、公知のＧＰＳ受信回路の構成と同様であるため、その説明を省略す
る。
【００５４】
　［計時装置］
　計時装置５２は、二次電池２４に蓄積された電力で駆動される水晶振動子等を備え、水
晶振動子の発振信号に基づく基準信号を用いて時刻データを更新する。
【００５５】
　［入力装置］
　入力装置５３は、りゅうず６およびボタン７を備えて構成され、りゅうず６およびボタ
ン７の操作に応じた操作信号を、制御装置７０に送信する。
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【００５６】
　［記憶装置］
　記憶装置６０は、図５に示すように、時刻データ記憶部６００と、タイムゾーンデータ
記憶部６８０と、定時受信時刻記憶部６９０とを備えている。
【００５７】
　時刻データ記憶部６００には、受信時刻データ６１０と、閏秒更新データ６２０と、内
部時刻データ６３０と、時計表示用時刻データ６４０と、タイムゾーンデータ６５０とが
記憶される。
【００５８】
　受信時刻データ６１０には、衛星信号から取得した時刻情報（ＧＰＳ時刻）が記憶され
る。この受信時刻データ６１０は、通常は計時装置５２によって１秒毎に更新され、衛星
信号を受信した際には、取得した時刻情報（ＧＰＳ時刻）によって修正される。
【００５９】
　閏秒更新データ６２０には、少なくとも現在の閏秒のデータが記憶される。すなわち、
衛星信号のサブフレーム４、ページ１８には、閏秒に関するデータとして、「現在の閏秒
」、「閏秒の更新週」、「閏秒の更新日」、「更新後の閏秒」の各データが含まれる。こ
のうち、本実施形態では、少なくとも「現在の閏秒」のデータを、閏秒更新データ６２０
に記憶している。
【００６０】
　内部時刻データ６３０には、内部時刻情報が記憶される。この内部時刻情報は、受信時
刻データ６１０に記憶されたＧＰＳ時刻と、閏秒更新データ６２０に記憶している「現在
の閏秒」とによって更新される。すなわち、内部時刻データ６３０には、ＵＴＣ（協定世
界時）が記憶されることになる。受信時刻データ６１０が計時装置５２で更新される際に
、この内部時刻情報も更新される。
【００６１】
　時計表示用時刻データ６４０には、内部時刻データ６３０の内部時刻情報に、タイムゾ
ーンデータ６５０のタイムゾーンデータ（タイムゾーン情報、時差情報）を加味した時刻
データが記憶される。タイムゾーンデータ６５０は、測位モードで受信した場合には、受
信で得られる位置情報で設定される。また、タイムゾーンデータ６５０は、後述するりゅ
うず６の操作によってタイムゾーン情報が選択された場合には、選択されたタイムゾーン
情報で設定される。
【００６２】
　タイムゾーンデータ記憶部６８０には、タイムゾーン受信設定データ６８１およびタイ
ムゾーン手動設定データ６８２が記憶される。
　タイムゾーン受信設定データ６８１には、位置情報（緯度、経度）と、タイムゾーン情
報（時差情報）とが関連付けて格納されている。このため、測位モードで位置情報を取得
した場合、制御装置７０は、その位置情報（緯度、経度）に基づいてタイムゾーンを取得
できるようにされている。
【００６３】
　タイムゾーン手動設定データ６８２には、図６に示すように、タイムゾーン情報（時差
情報）と、秒針３Ｂの指示位置と、インデックスと、タイムゾーン情報に該当する地域を
代表する都市の名前と、夏時間（ＤＳＴ：daylight saving time）の設定がＯＮとなった
ときに加算する時間とが関連付けて格納されている。本実施形態では、タイムゾーン手動
設定データ６８２には、ＵＴＣを基準時刻（タイムゾーン：０）とし、ＵＴＣに対して時
刻が進んでいるタイムゾーンを＋１時間から＋１４時間まで１時間単位に設定し、ＵＴＣ
に対して時刻が遅れているタイムゾーンを－１時間から－１２時間まで１時間単位に設定
したタイムゾーン情報が格納されている。ここで、ＵＴＣに対して時刻が最も進んでいる
＋１４時間のタイムゾーンを第１タイムゾーンとし、ＵＴＣに対して時刻が最も遅れてい
る－１２時間のタイムゾーンを第２タイムゾーンとする。
　秒針３Ｂの指示位置は、外装ケース１０等に代表都市名を表示し、秒針３Ｂで指示する
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場合の位置である。ただし、本実施形態では、外装ケース１０には、代表都市名や時差情
報などが表示されていないため、秒針３Ｂで設定されているタイムゾーン情報を指示する
機能も省略されている。
　詳しくは後述するが、制御装置７０は、りゅうず６の操作によって、タイムゾーン手動
設定データ６８２に格納されたタイムゾーン情報を選択でき、かつ、選択したタイムゾー
ン情報をタイムゾーンデータ６５０に設定できるように構成されている。
【００６４】
　定時受信時刻記憶部６９０には、測時部７１０における定時受信処理を実行する定時受
信時刻が記憶される。この定時受信時刻は、前回、ボタン７を操作して強制受信に成功し
た時刻が記憶される。
【００６５】
　［制御装置］
　制御装置７０は、電子時計１を制御するＣＰＵで構成されている。制御装置７０は、測
時部７１０と、測位部７２０と、タイムゾーン設定部７３０と、タイムゾーン修正部７４
０と、時刻修正部７５０と、表示制御部７６０とを備える。
【００６６】
　［測時部］
　測時部７１０は、受信装置５１を作動して測時モードでの受信処理を行う。本実施形態
では、自動受信処理と手動受信処理とで測時モードでの受信処理を実行する。
　自動受信処理は、定時自動受信処理と、光自動受信処理の２種類がある。すなわち、測
時部７１０は、計時している時計表示用時刻データ６４０が、定時受信時刻記憶部６９０
に記憶された定時受信時刻になった場合に、受信装置５１を作動して測時モードでの定時
自動受信処理を行う。
　また、測時部７１０は、ソーラーパネル２５の発電電圧または発電電流が設定値以上と
なり、屋外においてソーラーパネル２５に日光が照射していると判断できる場合に、受信
装置５１を作動して測時モードでの光自動受信処理を行う。なお、ソーラーパネル２５の
発電状態で受信装置５１を作動する処理の回数は、１日に１回などに制約してもよい。
　さらに、ユーザーがボタン７を押して強制受信操作を行った場合、測時部７１０は、受
信装置５１を作動して測時モードでの手動受信処理を行う。
【００６７】
　測時部７１０は、受信装置５１で少なくとも１つのＧＰＳ衛星を捕捉し、そのＧＰＳ衛
星から送信される衛星信号を受信して時刻情報を取得する。
【００６８】
　［測位部］
　測位部７２０は、ユーザーがボタン７を押して強制受信操作を行った場合に、受信装置
５１を作動して測位モードでの受信処理を行う。
　なお、制御装置７０は、ボタン７を押している時間に応じて、測時部７１０による測時
モードでの受信処理と、測位部７２０による測位モードでの受信処理を切り替えて実行す
る。すなわち、制御装置７０は、ボタン７を第１設定時間（３秒以上、６秒未満）押した
場合には測時モードでの受信処理を行い、第２設定時間（６秒以上）押した場合には測位
モードでの受信処理を行う。
【００６９】
　測位部７２０は、測位モードでの受信処理を開始すると、受信装置５１で少なくとも３
個、好ましくは４個以上のＧＰＳ衛星を捕捉し、各ＧＰＳ衛星から送信される衛星信号を
受信して位置情報を算出して取得する。また、測位部７２０は、衛星信号を受信した際に
時刻情報も同時に取得できる。
【００７０】
　［タイムゾーン設定部］
　タイムゾーン設定部７３０は、測位部７２０で位置情報の取得に成功した場合、取得し
た位置情報（緯度、経度）に基づいてタイムゾーンデータ６５０を設定する。具体的には
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、タイムゾーンデータ記憶部６８０に記憶されたタイムゾーン受信設定データ６８１から
位置情報に対応するタイムゾーンデータ（タイムゾーン情報つまり時差情報）を選択して
取得し、タイムゾーンデータ６５０に記憶する。
　例えば、日本標準時（ＪＳＴ）は、ＵＴＣに対して９時間進めた時刻（ＵＴＣ＋９）で
あるため、測位部７２０で取得した位置情報が日本である場合には、タイムゾーン設定部
７３０は、タイムゾーンデータ記憶部６８０から日本標準時の時差情報（＋９時間）を読
み出してタイムゾーンデータ６５０に記憶する。
　また、タイムゾーン設定部７３０は、りゅうず６の回転操作に応じて、タイムゾーン手
動設定データ６８２からタイムゾーン情報を選択して取得し、タイムゾーンデータ６５０
に記憶する。なお、りゅうず６の回転操作に応じたタイムゾーンデータ６５０の設定方法
の詳細については、後述する。
【００７１】
　［タイムゾーン修正部］
　タイムゾーン修正部７４０は、タイムゾーン設定部７３０がタイムゾーン情報を設定す
ると、時計表示用時刻データ６４０を、前記タイムゾーンデータ６５０を用いて修正する
。このため、時計表示用時刻データ６４０は、ＵＴＣである内部時刻データ６３０にタイ
ムゾーンデータ６５０を加算した時刻となる。
【００７２】
　［時刻修正部］
　時刻修正部７５０は、測時部７１０や測位部７２０の受信処理で時刻情報の取得に成功
した場合、取得した時刻情報で受信時刻データ６１０を修正する。このため、内部時刻デ
ータ６３０および時計表示用時刻データ６４０も修正される。時計表示用時刻データ６４
０が修正されると、時計表示用時刻データ６４０と同期している指針３の指示時刻も修正
される。なお、指針３は公知の針位置検出手段を用いて時計表示用時刻データ６４０と同
期している。
【００７３】
　［表示制御部］
　表示制御部７６０は、駆動機構２２を制御して、時刻表示部１Ａおよびカレンダー表示
部１Ｂからなる表示装置５４の表示を制御する。具体的には、駆動機構２２を制御して、
指針３および日車５の移動を制御する。
【００７４】
　［タイムゾーン設定処理］
　図７は、電子時計１が実行するタイムゾーン設定処理を示すフローチャートである。本
実施形態では、りゅうず６が１段目にあるときに、タイムゾーン修正モードに移行するよ
うに設定されている。
　制御装置７０は、りゅうず６が１段目に引かれたか否かを判定する（Ｓ１１）。制御装
置７０は、Ｓ１１でＮＯと判定した場合、図７の処理を終了する。なお、制御装置７０は
、一定時間間隔で図７の処理を実行するため、Ｓ１１でＮＯと判定されている間は、Ｓ１
１の処理を一定時間間隔で繰り返し実行する。
【００７５】
　そして、制御装置７０は、Ｓ１１でＹＥＳと判定した場合、タイムゾーン設定処理を開
始し、入力装置５３から出力される操作信号に基づいて、りゅうず６の回転操作による入
力があったか否かを判定する（Ｓ１２）。制御装置７０は、Ｓ１２でＮＯと判定した場合
、Ｓ１２の処理を繰り返し実行する。
【００７６】
　制御装置７０は、Ｓ１２でＹＥＳと判定した場合、りゅうず６の回転方向が右回転（正
転、時計回り）か左回転（逆転、反時計回り）かを判定する（Ｓ１３）。なお、りゅうず
６の回転方向とは、電子時計１の外側からりゅうず６を見た場合の回転方向のことである
。
【００７７】
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　りゅうず６の回転方向が右回転の場合、表示制御部７６０は、時針３Ｄを時計回りに移
動させ、時針３Ｄが指示していた時間（時）に１時間加算した（進めた）時間を、時針３
Ｄに指示させる（Ｓ１４）。
　次に、Ｓ１５で、タイムゾーン設定部７３０は、タイムゾーン手動設定データ６８２を
参照し、Ｓ１４で移動後の時針３Ｄが指示する時刻に対応するタイムゾーン情報を選択す
る。つまり、現在設定されているタイムゾーン情報に１時間加えたタイムゾーン情報を選
択する。なお、後述するように、Ｓ１７でＮＯと判定されている間は、Ｓ１２～Ｓ１７の
処理が繰り返される。したがって、りゅうず６の右回転の入力が継続し、Ｓ１５の処理が
２回目以降に繰り返し実施される場合は、タイムゾーン設定部７３０は、Ｓ１４で移動後
の時針３Ｄが指示する時刻に対応するタイムゾーン情報、つまり前回選択したタイムゾー
ン情報に１時間加えたタイムゾーン情報を選択する。
　例えば、タイムゾーン設定部７３０は、現在設定されているタイムゾーン情報が、＋９
時間の場合に、右回転の入力が１回あると、＋１０時間のタイムゾーン情報を選択し、３
回あると、＋１２時間のタイムゾーン情報を選択する。
　なお、現在設定または選択されているタイムゾーン情報が、最大値である＋１４時間（
第１タイムゾーン）である場合は、時刻を進める右回転の入力があっても、表示制御部７
６０はＳ１４で時針３Ｄを移動させない。このため、タイムゾーン設定部７３０がＳ１５
で選択するタイムゾーン情報は、＋１４時間に維持される。
【００７８】
　一方、りゅうず６の回転方向が左回転の場合、表示制御部７６０は、時針３Ｄを反時計
回りに移動させ、時針３Ｄが指示していた時間から１時間減算した（遅らせた）時間を、
時針３Ｄに指示させる（Ｓ１６）。
　次に、Ｓ１５で、タイムゾーン設定部７３０は、タイムゾーン手動設定データ６８２を
参照し、Ｓ１６で移動後の時針３Ｄが指示する時刻に対応するタイムゾーン情報を選択す
る。つまり、現在設定されているタイムゾーン情報から１時間引いたタイムゾーン情報を
選択する。なお、りゅうず６の左回転の入力が継続し、Ｓ１５の処理が２回目以降に繰り
返し実施される場合は、タイムゾーン設定部７３０は、Ｓ１６で移動後の時針３Ｄが指示
する時刻に対応するタイムゾーン情報、つまり前回選択したタイムゾーン情報から１時間
引いたタイムゾーン情報を選択する。
　例えば、タイムゾーン設定部７３０は、現在設定されているタイムゾーン情報が、＋９
時間の場合に、左回転の入力が１回あると、＋８時間のタイムゾーン情報を選択し、３回
あると、＋６時間のタイムゾーン情報を選択する。
　なお、現在設定または選択されているタイムゾーン情報が、最小値である－１２時間（
第２タイムゾーン）である場合は、時刻を遅らせる左回転の入力があっても、表示制御部
７６０はＳ１６で時針３Ｄを移動させない。このため、タイムゾーン設定部７３０がＳ１
５で選択するタイムゾーン情報は、－１２時間に維持される。
【００７９】
　Ｓ１５の処理の後、タイムゾーン設定部７３０は、りゅうず６が０段位置に戻されたか
否かを判定する（Ｓ１７）。タイムゾーン設定部７３０は、Ｓ１７でＮＯと判定した場合
、処理をＳ１２に戻す。これにより、りゅうず６がさらに回転され、入力があった場合は
、Ｓ１３～Ｓ１７の処理が再度実行される。
　一方、タイムゾーン設定部７３０は、Ｓ１７でＹＥＳと判定した場合、選択しているタ
イムゾーン情報でタイムゾーンデータ６５０を更新してタイムゾーンデータを設定する（
Ｓ１８）。これにより、時計表示用時刻データ６４０は、タイムゾーン修正部７４０によ
って修正され、ＵＴＣである内部時刻データ６３０に、設定されたタイムゾーンデータ６
５０を加算した時刻となる。そして、表示制御部７６０は、時針３Ｄ、分針３Ｃ、秒針３
Ｂ、日車５を制御して、時計表示用時刻データ６４０の時刻を表示させる（Ｓ１９）。
　そして、制御装置７０は、タイムゾーン設定処理を終了する。その後は、Ｓ１１で、り
ゅうず６が１段目に引かれたか否かの判定を所定時間間隔で行い、１段目に引かれた場合
には、再度タイムゾーン設定処理を実行する。
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【００８０】
　［タイムゾーン修正例］
　次に、本実施形態におけるタイムゾーンの修正例を説明する。
　図８の例は、現在設定されているタイムゾーンデータ６５０が＋５時間（カラチ）であ
り、図８のＳ１１１に示すように、表示時刻が６日１３時５０分である状態から、表示時
刻を６日１４時５０分に修正し、タイムゾーンデータを＋６時間（ダッカ）に設定する例
である。
　この場合、Ｓ１１２に示すように、りゅうず６を１段目に引いてタイムゾーン修正モー
ドとする。すると、秒針３Ｂ、分針３Ｃ、時針３Ｄが停止する。そして、りゅうず６を右
に回転させて１回入力を行うと、時針３Ｄは時計回りに回転し、１４時（１３時＋１時間
）の位置（１０秒の位置）を指示する。これにより、＋６時間（＝＋５時間＋１時間）の
タイムゾーン情報が選択される。
　次に、Ｓ１１３に示すように、りゅうず６を０段位置に戻すことで、タイムゾーンデー
タ６５０に＋６時間が設定され、内部時刻情報（ＵＴＣ）に６時間加算した時刻（６日１
４時５０分）が指針３および日車５によって表示される。すなわち、１４時の位置を指示
した時針３Ｄを早送りで移動させ、１４時５０分に対応した位置（１４時位置と１５時位
置との間）を指示させる。なお、タイムゾーンの修正操作中も、内部時刻情報は更新され
るため、りゅうず６を０段位置に戻した際に、１４時５３分２０秒になっていれば、分針
３Ｃや秒針３Ｂも内部時刻情報を指示する位置まで早送りで移動される。
【００８１】
　なお、本実施形態では、＋５．５時間のタイムゾーンなど、１時間毎のタイムゾーン以
外は設定できない。この場合、ＧＰＳの測位用の位置と時差を対応付けたタイムゾーンデ
ータも１時間毎に設定した場合、例えば、＋５．５時間のタイムゾーンの地域は、＋５時
間または＋６時間のどちらかに設定される。このため、表示時刻を、現地の時刻（＋５．
５時間のタイムゾーン）に合わせる場合には、一般的な時刻修正機能で時計表示用時刻デ
ータ６４０を修正して合わせればよい。例えばりゅうず６が２段引きされ、さらにボタン
７が押されると、一般的な時刻修正機能が実行される。この時刻修正機能では、ユーザー
がりゅうず６を回転すると、制御装置７０はその回転に応じて時計表示用時刻データ６４
０を修正し、表示制御部７６０が時分針を移動する。また、制御装置７０は時計表示用時
刻データ６４０に応じて内部時刻データ６３０および受信時刻データ６１０も修正する。
タイムゾーンデータ６５０は修正しない。
　ただし、測位モードでの受信処理を行って位置情報を取得した場合、時計表示用時刻デ
ータ６４０が、ＵＴＣ時刻＋現在設定されているタイムゾーンデータの時刻に修正される
ため、設定されたタイムゾーンの時刻（例えば、＋５時間または＋６時間の時刻）に戻る
。このため、再度、時刻修正機能で時刻表示を修正すればよい。
【００８２】
［第１実施形態の作用効果］
　本実施形態によれば、タイムゾーン修正モードでは、りゅうず６を１段引いて回転操作
することによって、時針３Ｄを直接移動させることができ、設定されているタイムゾーン
データ６５０を、タイムゾーン手動設定データ６８２から選択された移動後の表示時刻に
対応するタイムゾーンデータに基づいて修正することができる。このため、ユーザーは、
表示したい現地のタイムゾーンを知らなくても、現地時刻や現在地との時差を知っていれ
ば、時針３Ｄを直接移動させることで、タイムゾーンデータ６５０を容易に変更できる。
【００８３】
　また、時針３Ｄを時差分だけ直接移動すればよいので、ユーザーは時差を直感的にかつ
迅速に修正できる。
　さらに、電子時計１の外装ケース１０などにタイムゾーンを指示する代表都市名や時差
情報を表示する必要が無いため、女性用の腕時計などの小型の時計でも利用でき、また、
時計のデザイン性も向上できる。
【００８４】
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　時針用モーターである第１ステップモーター２２１と、分針用モーターである第２ステ
ップモーター２２２とを設けたので、時針３Ｄおよび分針３Ｃを独立して移動できる。こ
のため、時針３Ｄおよび分針３Ｃの移動を最小限にすることができ、時針３Ｄおよび分針
３Ｃを１つのモーターで駆動する場合に比べて、タイムゾーンデータ６５０を迅速に修正
することができる。
【００８５】
　電子時計１は、受信装置５１を備えており、衛星信号を受信して位置情報を求めること
で得られるタイムゾーン受信設定データ６８１によっても、タイムゾーンデータ６５０を
修正することができる。したがって、電波を受信できる環境であれば受信による修正を行
い、飛行機で移動中など受信できない環境であれば操作部材の操作で修正でき、ユーザー
の利便性を向上できる。
【００８６】
　りゅうず６で時刻を進める操作を行った場合には、＋１４時間に対応する時刻が表示さ
れた後は更新されず、時刻を遅らせる操作を行った場合には、－１２時間に対応する時刻
が表示された後は更新されないため、ユーザーが選択されているタイムゾーンデータ６５
０を容易に把握でき、混乱を防止できる。
【００８７】
　［第２実施形態］
　第１実施形態の電子時計１は、タイムゾーンデータ６５０を１時間単位で設定する。こ
れに対して、第２実施形態では、タイムゾーンデータ６５０を、最小で、０．２５時間単
位で設定できるように構成されている。このため、タイムゾーン修正モードでは、時針修
正モードと分針修正モードとを切り替えて実行できるように構成されている。
　第２実施形態の電子時計１の構造および回路構成は、第１実施形態の電子時計１と同じ
ため、説明は省略する。
　なお、第２実施形態の電子時計１では、タイムゾーン手動設定データ６８２に、図９に
示すように、最小で、０．２５時間単位で設定された最新のタイムゾーン情報が格納され
ている。
【００８８】
　図１０は、第２実施形態におけるタイムゾーン設定処理を示すフローチャートである。
　制御装置７０は、りゅうず６が１段目に引かれたか否かを判定する（Ｓ３１）。制御装
置７０は、一定時間間隔で図１０の処理を実行するため、Ｓ３１でＮＯと判定した場合、
Ｓ３１の処理を繰り返し実行する。
【００８９】
　そして、制御装置７０は、Ｓ３１でＹＥＳと判定した場合、タイムゾーン設定処理を開
始し、初期の修正モードとして、時針３Ｄの移動に伴いタイムゾーンを１時間単位で修正
する時針修正モードを設定する（Ｓ３２）。なお、時針修正モードの設定後、一定時間以
内にボタン７が押されて分針修正モードに移行しない場合は、時針修正モードが設定され
たことを明確にするため、時針３Ｄは正時の位置に移動する。
　次に、制御装置７０は、入力装置５３から出力される操作信号に基づいて、りゅうず６
の回転操作による入力があったか否かを判定する（Ｓ３３）。
【００９０】
　制御装置７０は、Ｓ３３でＮＯと判定した場合、ボタン７が押されたか否かを判定する
（Ｓ３４）。制御装置７０は、Ｓ３４でＮＯと判定した場合、処理をＳ３３に戻す。
　一方、制御装置７０は、Ｓ３４でＹＥＳと判定した場合、時針修正モード、および、分
針修正モードのうち、現在設定されている修正モードとは異なる修正モードを設定する（
Ｓ３５）。そして、処理をＳ３３に戻す。なお、分針修正モードは、分針３Ｃの移動に伴
いタイムゾーンを０．２５時間単位または０．５時間単位で修正するモードである。
　これによれば、制御装置７０は、ボタン７が押される毎に、時針修正モードまたは分針
修正モードを切り替えて設定する。
【００９１】
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　りゅうず６の回転操作により入力が行われ、Ｓ３３でＹＥＳと判定されると、制御装置
７０は、タイムゾーン選択処理Ｓ５０を実行する。
　図１１は、タイムゾーン選択処理Ｓ５０を示すフローチャートである。
　タイムゾーン選択処理Ｓ５０が実行されると、制御装置７０は、現在設定されている修
正モードが、時針修正モードか分針修正モードかを判定する（Ｓ５１）。
【００９２】
　現在設定されている修正モードが、時針修正モードである場合、制御装置７０は、りゅ
うず６の回転方向が右回転（正転）か左回転（逆転）かを判定する（Ｓ５２）。
　りゅうず６の回転方向が右回転の場合、表示制御部７６０は、時針３Ｄを時計回りに移
動させ、時針３Ｄが指示していた時間（時）に１時間加算した時間を、時針３Ｄに指示さ
せる（Ｓ５３）。
　次に、Ｓ５４で、タイムゾーン設定部７３０は、タイムゾーン手動設定データ６８２を
参照し、Ｓ５３で移動後の時針３Ｄが指示する時刻に対応するタイムゾーン情報を選択す
る。つまり、現在設定されているタイムゾーン情報の整数の時間に１時間加えたタイムゾ
ーン情報を選択する。例えば、現在設定されているタイムゾーン情報が＋５．５時間であ
り、５時２０分を表示している場合は、りゅうず６を１段にした際に、時針３Ｄは５時（
２５秒）の位置に移動し、りゅうず６の右回転の入力が１回あると、時針３Ｄは６時の位
置に移動する。この際、分針３Ｃは移動していないため、時針３Ｄおよび分針３Ｃは、タ
イムゾーン情報が＋６．５時間の時刻を指示し、タイムゾーン設定部７３０は、＋６．５
時間のタイムゾーン情報を選択する。
　また、りゅうず６の右回転の入力が２回あると、時針３Ｄは７時の位置に移動し、分針
３Ｃは移動していないため、時針３Ｄおよび分針３Ｃは、タイムゾーン情報が＋７．５時
間となるべき時刻を指示する。しかしながら、図９に示すように、＋７．５時間のタイム
ゾーン情報は存在しない。このため、タイムゾーン設定部７３０は、分針３Ｃの位置によ
って、時針３Ｄが７時の位置で存在しうるタイムゾーン情報を選択する。
　例えば、＋５．５時間のタイムゾーンで５時２０分の場合に、＋７時間のタイムゾーン
に修正した場合は６時５０分になり、＋８時間のタイムゾーンに修正した場合は７時５０
分になる。したがって、タイムゾーン設定部７３０は、時針３Ｄが７時の位置に存在する
＋８時間のタイムゾーン情報を選択する。
　同様に、＋５．５時間のタイムゾーンで５時４０分の場合に、＋７時間のタイムゾーン
に修正した場合は７時１０分になり、＋８時間のタイムゾーンに修正した場合は８時１０
分になる。したがって、タイムゾーン設定部７３０は、時針３Ｄが７時の位置に存在する
＋７時間のタイムゾーン情報を選択する。
　なお、タイムゾーン設定部７３０は、複数のタイムゾーン情報が選択候補となった場合
は、現在の分針３Ｃにより近い時刻となるタイムゾーン情報を選択する。
　また、移動後の時針３Ｄの位置によって、複数のタイムゾーン情報の選択可能性が有る
場合は、後述する分針修正モードでタイムゾーン情報の選択を変更することができる。
【００９３】
　一方、りゅうず６の回転方向が左回転の場合、表示制御部７６０は、時針３Ｄを反時計
回りに移動させ、時針３Ｄが指示していた時間から１時間減算した時間を、時針３Ｄに指
示させる（Ｓ５５）。
　次に、Ｓ５４で、タイムゾーン設定部７３０は、タイムゾーン手動設定データ６８２を
参照し、Ｓ５５で移動後の時針３Ｄが指示する時刻に対応するタイムゾーン情報を選択す
る。すなわち、右回転の場合と同様に、移動後の時針３Ｄの位置によって、適切なタイム
ゾーン情報を選択する。
【００９４】
　Ｓ５１で現在設定されている修正モードが、分針修正モードであると判定された場合、
タイムゾーン設定部７３０は、タイムゾーン手動設定データ６８２を参照し、時針３Ｄが
指示している時間（時）が繰り上がったり繰り下がったりしない範囲で設定可能なタイム
ゾーン情報を抽出する。
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　例えば、現在設定または選択されているタイムゾーン情報が＋５時間であり、時針３Ｄ
および分針３Ｃが１４時２０分を指示している場合について説明する。この場合、タイム
ゾーン情報として＋５．５時間が設定された場合は、時刻が１４時５０分となり、１４時
台となるが、＋５．７５時間が設定された場合は、時刻が１５時０５分となり、時間（時
）が繰り上がる。また、＋４．５時間が設定された場合は、時刻が１３時５０分となり、
時間（時）が繰り下がる。このため、タイムゾーン設定部７３０は、タイムゾーン情報と
して、現在設定または選択されている＋５時間に加えて、＋５．５時間を選択肢として抽
出する。
【００９５】
　そして、制御装置７０は、りゅうず６の回転方向が右回転（正転）か左回転（逆転）か
を判定する（Ｓ５６）。
　りゅうず６の回転方向が右回転の場合、表示制御部７６０は、抽出されたタイムゾーン
情報に基づいて、分針３Ｃを次の選択肢まで時計回りに移動する（Ｓ５７）。前述の例で
、１４時２０分を指示する状態からりゅうず６を右回転すると、表示制御部７６０は、分
針３Ｃを５０分の位置に早送りで移動する。また、５０分を指示する状態からりゅうず６
を右回転すると、表示制御部７６０は分針３Ｃを２０分の位置に早送りで移動する。
　Ｓ５６で、りゅうず６の回転方向が左回転であると判定された場合も、同様に、表示制
御部７６０は抽出されたタイムゾーン情報に基づいて、分針３Ｃを次の選択肢まで反時計
回りに移動する（Ｓ５８）。
【００９６】
　次に、Ｓ５４で、タイムゾーン設定部７３０は、タイムゾーン手動設定データ６８２を
参照し、Ｓ５７、Ｓ５８で移動後の分針３Ｃと、時針３Ｄとが指示する時刻に対応するタ
イムゾーン情報を選択する。前述の例では、１４時５０分を指示する場合は、＋５．５時
間のタイムゾーン情報を選択し、１４時２０分を指示する場合は、＋５時間のタイムゾー
ン情報を選択する。
　そして、制御装置７０は、タイムゾーン選択処理Ｓ５０を終了する。
【００９７】
　図１０に戻り、タイムゾーン選択処理Ｓ５０が実行された後、タイムゾーン設定部７３
０は、りゅうず６が０段位置に戻されたか否かを判定する（Ｓ３６）。タイムゾーン設定
部７３０は、Ｓ３６でＮＯと判定した場合、処理をＳ３３に戻す。これにより、りゅうず
６がさらに回転され、入力があった場合は、タイムゾーン選択処理Ｓ５０が再度実行され
る。
　一方、タイムゾーン設定部７３０は、Ｓ３６でＹＥＳと判定した場合、選択しているタ
イムゾーン情報でタイムゾーンデータ６５０を更新してタイムゾーンデータを設定する（
Ｓ３７）。これにより、時計表示用時刻データ６４０は、タイムゾーン修正部７４０によ
って修正され、内部時刻データ６３０に、設定されたタイムゾーンデータ６５０を加算し
た時刻となる。そして、表示制御部７６０は、時針３Ｄ、分針３Ｃ、秒針３Ｂ、日車５を
制御して、時計表示用時刻データ６４０の時刻を表示させる（Ｓ３８）。
　そして、制御装置７０は、タイムゾーン設定処理を終了する。
【００９８】
　［タイムゾーン修正例］
　次に、本実施形態におけるタイムゾーンの修正例を説明する。
　まず、時を変更せず分のみ変更するタイムゾーンの修正例を説明する。
　図１２の例は、現在設定されているタイムゾーンデータ６５０が＋５．７５時間（カト
マンズ）であり、図１２のＳ２１１に示すように、表示時刻が６日１３時２０分である状
態から、表示時刻を６日１３時３５分に修正し、タイムゾーンデータを＋６時間（ダッカ
）に設定する例である。
　この場合、Ｓ２１２に示すように、りゅうず６を１段目に引き、ボタン７を１回押して
、分針修正モードを設定させる。これにより、選択可能なタイムゾーン情報として、＋５
．５時間（１５分前の１３時０５分）、＋５．７５時間（現在設定されているタイムゾー
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ン情報）、＋６時間（３０分後の１３時３５分）が抽出される。
　次に、りゅうず６を右に回転させて１回入力を行う。これにより、Ｓ２１３に示すよう
に、分針３Ｃが時計回りに１５分移動し、３５分を指示し、＋６時間のタイムゾーン情報
が選択される。
　そして、Ｓ２１４に示すように、りゅうず６を０段位置に戻すことで、タイムゾーンデ
ータ６５０に＋６時間が設定され、内部時刻情報に６時間加算した時刻（６日１３時３５
分）が指針３および日車５によって表示される。
　なお、りゅうず６を右回転で２回入力すると、分針３Ｃは、時計回りで、２０分位置か
ら３５分位置を経由して０５分位置に移動する。りゅうず６を右回転で３回入力すると、
分針３Ｃは、時計回りで、２０分位置から、３５分位置、０５分位置を経由して２０分位
置に移動する。
　また、りゅうず６を左回転で１回入力すると、分針３Ｃは、反時計回りで、２０分位置
から０５分位置に移動する。りゅうず６を左回転で２回入力すると、分針３Ｃは、反時計
回りで、２０分位置から、０５分位置を経由して３５分位置に移動する。
【００９９】
　次に、時および分を変更するタイムゾーンの修正例を説明する。
　図１３の例は、現在設定されているタイムゾーンデータ６５０が＋９時間（東京）であ
り、図１３のＳ２２１に示すように、表示時刻が６日１３時２０分である状態から、表示
時刻を６日９時５０分に修正し、タイムゾーンデータを＋５．５時間（デリー）に設定す
る例である。
　この場合、Ｓ２２２に示すように、りゅうず６を１段目に引き、時針修正モードを設定
させる。そして、りゅうず６を左に回転させて４回入力を行うことで、時針３Ｄを反時計
回りに移動させて９時の位置を指示させる。なお、図示は略したが、時針修正モードを設
定した際に、時針３Ｄは、一旦、１時（正時）を指示し、左回転の４回入力により、１２
時、１１時、１０時、９時を指示する位置に順次移動する。時針３Ｄの移動後は、時針３
Ｄおよび分針３Ｃは、９時２０分を指示している。これにより、＋５時間（＝＋９時間－
４時間）のタイムゾーン情報が選択される。
　次に、Ｓ２２３に示すように、ボタン７を１回押して、分針修正モードを設定させる。
これにより、選択可能なタイムゾーン情報として、＋５時間（現在選択されているタイム
ゾーン）、＋５．５時間（３０分後の９時５０分）が抽出される。
　次に、りゅうず６を右に回転させて１回入力を行う。これにより、Ｓ２２３に示すよう
に、分針３Ｃが時計回りに次の選択肢である５０分を指示する位置まで移動し、＋５．５
時間のタイムゾーン情報が選択される。
　そして、Ｓ２２４に示すように、りゅうず６を０段位置に戻すことで、タイムゾーンデ
ータ６５０に＋５．５時間が設定され、内部時刻情報に５．５時間加算した時刻（６日９
時５０分）が指針３および日車５によって表示される。
【０１００】
　次に、時および分を変更するタイムゾーンの他の修正例を説明する。
　図１４の例は、現在設定されているタイムゾーンデータ６５０が＋４時間（ドバイ）で
あり、図１４のＳ２３１に示すように、表示時刻が６日１３時２０分である状態から、表
示時刻を６日１４時５０分に修正し、タイムゾーンデータを＋５．５時間（デリー）に設
定する例である。
　この場合、Ｓ２３２に示すように、りゅうず６を１段目に引き、時針修正モードを設定
させる。この際、図示は略すが、時針３Ｄは、一旦、１３時を指示する。そして、りゅう
ず６を右に回転させて１回入力を行うことで、時針３Ｄを時計回りに回転させ１４時の位
置を指示させる。すなわち、時針３Ｄおよび分針３Ｃは、１４時２０分を指示している。
これにより、＋５時間（＝＋４時間＋１時間）のタイムゾーン情報が選択される。
　次に、Ｓ２３３に示すように、ボタン７を１回押して、分針修正モードを設定させる。
これにより、選択可能なタイムゾーン情報として、＋５時間（現在選択されているタイム
ゾーン）、＋５．５時間（３０分後の１４時５０分）が抽出される。
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　次に、りゅうず６を右に回転させ、１回入力を行う。これにより、Ｓ２３３に示すよう
に、分針３Ｃが時計回りに移動して５０分を指示し、＋５．５時間のタイムゾーン情報が
選択される。なお、りゅうず６をさらに右に回転させ、１回入力を行うと、分針３Ｃが時
計回りに移動して元の位置に戻り、＋５時間のタイムゾーン情報が選択される。このため
、りゅうず６を右に回転させ入力を行う毎に、＋５．５時間および＋５時間のタイムゾー
ン情報を交互に選択することができる。りゅうず６を左に回転させたときも同様である。
　そして、Ｓ２３４に示すように、りゅうず６を０段位置に戻すことで、タイムゾーンデ
ータ６５０に＋５．５時間が設定され、内部時刻情報に５．５時間加算した時刻（６日１
４時５０分）が指針３および日車５によって表示される。
【０１０１】
　［第２実施形態の作用効果］
　本実施形態によれば、第１実施形態と同様の効果を奏することができる。
　さらに、りゅうず６によって、時針３Ｄを直接移動させる時針修正モードと、分針３Ｃ
を直接移動させる分針修正モードとを備え、設定されているタイムゾーンデータ６５０を
、時針３Ｄ、分針３Ｃの移動後の表示時刻に対応するタイムゾーンデータに基づいて修正
することができる。このため、ユーザーは、表示したい現地のタイムゾーンを知らなくて
も、現地時刻や現在地との時差を知っていれば、時針３Ｄ、分針３Ｃを直接移動させるこ
とで、タイムゾーンデータ６５０を容易に変更できる。
【０１０２】
　また、時針３Ｄおよび分針３Ｃを時差分だけ直接移動すればよいので、ユーザーは時差
を直感的にかつ迅速に修正できる。特に、時針修正モードでは、時針３Ｄのみを移動する
ことができるので、分針３Ｃを移動する必要が無い場合に、タイムゾーンデータ６５０を
迅速に修正することができる。
　さらに、分針修正モードでは、分針３Ｃのみを移動できるため、分まで修正が必要なタ
イムゾーンをも設定でき、より正確な時刻表示を行うことができる。
【０１０３】
　本実施形態では、時針３Ｄの位置に対応して、分針３Ｃの移動位置を適切に設定できる
ため、分針修正モードにおけるりゅうず６の操作回数を最小限にすることができ、タイム
ゾーンデータ６５０を迅速に修正できる。
【０１０４】
　［第３実施形態］
　第３実施形態の電子時計１は、タイムゾーンデータ６５０を設定する際、りゅうず６の
回転操作により、タイムゾーン手動設定データ６８２に格納されたタイムゾーン情報に基
づいて、時針３Ｄおよび分針３Ｃを移動できるように構成されている。
　第３実施形態の電子時計１の構造および回路構成は、第１実施形態の電子時計１と同じ
ため、説明は省略する。
　なお、第３実施形態の電子時計１では、タイムゾーン手動設定データ６８２に、図９に
示すように、最小で、０．２５時間単位で設定されたタイムゾーン情報が格納されている
。
【０１０５】
　第３実施形態におけるタイムゾーン設定処理では、図１５に示すように、Ｓ１１～Ｓ１
３，Ｓ１７～Ｓ１９，Ｓ６１～Ｓ６２の処理が実行される。Ｓ１１～Ｓ１３，Ｓ１７～Ｓ
１９の処理は、第１実施形態のタイムゾーン設定処理におけるＳ１１～Ｓ１３，Ｓ１７～
Ｓ１９の処理と同じため、説明は省略する。
【０１０６】
　本実施形態のタイムゾーン設定処理では、Ｓ１３で、りゅうず６の回転方向が右回転で
あると判定された場合、表示制御部７６０は、次のタイムゾーンの時刻を指示する位置に
、時針３Ｄ、分針３Ｃを時計回りに移動する（Ｓ６１）。すなわち、表示制御部７６０は
、タイムゾーン手動設定データ６８２を参照し、現在設定または選択されているタイムゾ
ーン情報に対して、一つ時刻が進んでいるタイムゾーン情報に対応する時刻の指示位置に
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、時針３Ｄ、分針３Ｃを時計回りに移動する。なお、現在設定または選択されているタイ
ムゾーンが第１タイムゾーン（＋１４時間）である場合は、第２タイムゾーン（－１２時
間）に対応する時刻の指示位置に、時針３Ｄ、分針３Ｃを時計回りに移動する。
【０１０７】
　一方、Ｓ１３で、りゅうず６の回転方向が左回転であると判定された場合、表示制御部
７６０は、次のタイムゾーンの時刻を指示する位置に、時針３Ｄ、分針３Ｃを反時計回り
に移動する（Ｓ６２）。すなわち、表示制御部７６０は、タイムゾーン手動設定データ６
８２を参照し、現在設定または選択されているタイムゾーン情報に対して、一つ時刻が遅
れているタイムゾーン情報に対応する時刻の指示位置に、時針３Ｄ、分針３Ｃを反時計回
りに移動する。なお、現在設定または選択されているタイムゾーンが第２タイムゾーン（
－１２時間）である場合は、第１タイムゾーン（＋１４時間）に対応する時刻の指示位置
に、時針３Ｄ、分針３Ｃを時計回りに移動する。
【０１０８】
　なお、Ｓ６１，Ｓ６２で、時針３Ｄ、分針３Ｃを移動する際に、りゅうず６の回転が複
数回連続する場合、途中のタイムゾーンでは分針３Ｃを移動する必要があっても、最終の
タイムゾーンでは分針３Ｃを移動する必要が無い場合も多い。このため、表示制御部７６
０は、分針３Ｃの移動開始を遅らせて、できるだけ分針３Ｃの無駄な移動が生じないよう
にすることが好ましい。
　例えば、ユーザーがりゅうず６を連続して操作する場合、りゅうず６の回転入力間隔は
一定時間以内に納まることが多く、りゅうず６の回転入力から一定時間経過した場合は、
りゅうず６の操作が終了した可能性が高い。このため、表示制御部７６０は、時針３Ｄは
、りゅうず６の回転入力に連動して移動し、分針３Ｃは、りゅうず６の回転入力から一定
時間経過してから移動している。
【０１０９】
　Ｓ１５で、タイムゾーン設定部７３０は、タイムゾーン手動設定データ６８２を参照し
、Ｓ６１またはＳ６２で移動後の時針３Ｄ、分針３Ｃが指示する時刻に対応するタイムゾ
ーン情報を選択する。その後、Ｓ１７で、りゅうず６が０段目に戻されたか否かの判定が
行われる。
【０１１０】
　［タイムゾーン修正例］
　次に、本実施形態におけるタイムゾーンの修正例を説明する。
　図１６の例は、現在設定されているタイムゾーンデータ６５０が＋５．５時間（デリー
）であり、図１６のＳ３１１に示すように、表示時刻が６日１３時０２分である状態から
、表示時刻を６日１６時３２分に修正し、タイムゾーンデータを＋９時間（東京）に設定
する例である。
　この場合、Ｓ３１２に示すように、りゅうず６を１段目に引き、右に回転させて７回入
力を行う。これにより、＋９時間のタイムゾーン情報に対応する時刻（６日１６時３２分
）の指示位置に、時針３Ｄが時計回りに移動する。この際、前述したように、分針３Ｃは
りゅうず６の入力終了から一定時間経過後に移動するため、時針３Ｄのみが先に移動し、
次に、Ｓ３１３に示すように、分針３Ｃが移動する。なお、分針３Ｃは、さらに、時針３
Ｄが停止してから移動を開始するようにしてもよい。
　そして、Ｓ３１４に示すように、りゅうず６を０段位置に戻すことで、タイムゾーンデ
ータ６５０に＋９時間が設定され、内部時刻情報に＋９時間加算した時刻（６日１６時３
２分）が指針３および日車５によって表示される。
【０１１１】
　［第３実施形態の作用効果］
　本実施形態によれば、前記各実施形態と同様の効果を奏することができる。
　さらに、本実施形態によれば、りゅうず６によって、時針３Ｄおよび分針３Ｃを直接移
動させることができ、設定されているタイムゾーンデータ６５０を、時針３Ｄ、分針３Ｃ
の移動後の表示時刻に対応するタイムゾーンデータに基づいて修正することができる。こ
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のため、ユーザーは、表示したい現地のタイムゾーンを知らなくても、現地時刻や現在地
との時差を知っていれば、時針３Ｄ、分針３Ｃを直接移動させることで、タイムゾーンデ
ータ６５０を容易に変更できる。
【０１１２】
　さらに、時針３Ｄおよび分針３Ｃを移動する際に、分針３Ｃの移動開始を、時針３Ｄの
移動開始に比べて遅らせているので、分針３Ｃの無駄な移動を抑制することができる。
【０１１３】
［他の実施形態］
　なお、本発明は前述の各実施形態に限定されるものではなく、本発明の目的を達成でき
る範囲での変形、改良等は本発明に含まれるものである。
【０１１４】
　前記第１および第２実施形態では、タイムゾーン設定処理において、りゅうず６を右回
転させて時針３Ｄを時計回りに移動させることでタイムゾーン情報を選択する際、現在設
定または選択されているタイムゾーン情報が、最大値である＋１４時間（第１タイムゾー
ン）である場合は、右回転の入力があっても、時針３Ｄを移動させず、タイムゾーン情報
の選択も行わないが、これに限定されない。例えば、時針３Ｄを移動させ、最小値である
－１２時間のタイムゾーン情報（第２タイムゾーン）が選択されるようにしてもよい。
　同様に、前記第１および第２実施形態では、タイムゾーン設定処理において、りゅうず
６を左回転させて時針３Ｄを反時計回りに移動させることでタイムゾーン情報を選択する
際、現在設定または選択されているタイムゾーン情報が、最小値である－１２時間（第２
タイムゾーン）である場合は、左回転の入力があっても、時針３Ｄを移動させず、タイム
ゾーン情報の選択も行わないが、これに限定されない。例えば、時針３Ｄを移動させ、最
大値である＋１４時間のタイムゾーン情報（第１タイムゾーン）が選択されるようにして
もよい。
【０１１５】
　一方、前記第３実施形態では、タイムゾーン設定処理において、りゅうず６を右回転さ
せてタイムゾーン情報を選択する際、現在設定または選択されているタイムゾーンが第１
タイムゾーンである場合は、第２タイムゾーンを選択するが、これに限定されない。例え
ば、第１，２実施形態と同様に、タイムゾーン情報を選択できなくしてもよい。
　同様に、第３実施形態では、タイムゾーン設定処理において、りゅうず６を左回転させ
てタイムゾーン情報を選択する際、現在設定または選択されているタイムゾーンが第２タ
イムゾーンである場合は、第１タイムゾーンを選択するが、これに限定されない。例えば
、第１，２実施形態と同様に、タイムゾーン情報を選択できなくしてもよい。
【０１１６】
　前記各実施形態のタイムゾーン設定処理において、例えばボタン７を押すことで、前記
時針３Ｄを移動させずに設定されているタイムゾーン情報に、１２時間加算あるいは減算
したタイムゾーン情報に変更するジャンプ機能を設けてもよい。
　例えば、ボタン７が３秒以上、６秒未満押される第１ジャンプ操作が行われた場合に、
時針３Ｄを移動させずに、＋１２時間変更したタイムゾーン情報を選択する第１ジャンプ
機能と、ボタン７が６秒以上押される第２ジャンプ操作が行われた場合に、時針３Ｄを移
動させずに、－１２時間変更したタイムゾーン情報を選択する第２ジャンプ機能とを設け
てもよい。
【０１１７】
　前記第３実施形態では、タイムゾーン設定処理においてタイムゾーン情報が選択された
際、時針３Ｄが先に移動し、りゅうず６の入力終了から一定時間経過後に分針３Ｃが移動
するが、これに限定されない。
　例えば、りゅうず６の入力に連動して時針３Ｄが先に移動し、時針３Ｄの移動が停止し
てから分針３Ｃが移動してもよい。また、りゅうず６の入力に連動して時針３Ｄが先に移
動し、時針３Ｄの移動開始から所定時間遅れて、分針３Ｃが移動を開始するようにしても
よい。
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【０１１８】
　また、時針３Ｄおよび分針３Ｃが同時に移動してもよい。
　この場合、分針３Ｃは、時針および分針が１つのモーターで駆動される場合のように、
常に時針３Ｄと同時に移動してもよいし、移動する必要がある場合のみ、時針３Ｄと同時
に移動してもよい。
　例えば、りゅうず６の回転入力で次のタイムゾーンの時刻において、分針３Ｃを移動す
る必要が無い場合は、時針３Ｄのみが移動し、分針３Ｃも移動する必要がある場合は、時
針３Ｄおよび分針３Ｃを同時に移動すれば良い。
　図１７の例は、現在設定されているタイムゾーンデータ６５０が＋５時間（カラチ）で
あり、図１７のＳ３２１に示すように、表示時刻が６日１３時０２分である状態から、タ
イムゾーンデータを＋５．７５時間（カトマンズ）に設定し、表示時刻を６日１３時４７
分に修正する例である。
　この場合、Ｓ３２２に示すように、りゅうず６を１段目に引く。そして、Ｓ３２３に示
すように、りゅうず６を右に回転させて２回入力を行う。これにより、＋５．７５時間の
タイムゾーン情報が選択され、時針３Ｄおよび分針３Ｃが時計回りに同時に移動して、内
部時刻情報に＋５．７５時間加算した時刻（６日１３時４７分）に対応した位置を指示す
る。
　そして、Ｓ３２４に示すように、りゅうず６を０段位置に戻すことで、タイムゾーンデ
ータ６５０に＋５．７５時間が設定され、内部時刻情報に＋５．７５時間加算した時刻（
６日１３時４７分）が指針３および日車５によって表示される。
【０１１９】
　前記各実施形態および前記他の実施形態において、タイムゾーン設定処理の実行中、表
示制御部７６０は、選択されているタイムゾーン情報が反映された時刻に応じて、午前か
午後かを表示装置５４に表示させてもよい。
　例えば、図１８に示すように、文字板２に、午前を表す「ＡＭ」の英字と、午後を表す
「ＰＭ」の英字とを表記する。そして、タイムゾーン設定処理の実行中、表示制御部７６
０は、選択されているタイムゾーン情報が反映された時刻に応じて、秒針３Ｂに「ＡＭ」
または「ＰＭ」を指示させてもよい。
【０１２０】
　また、午前、午後の表示は、次のように行ってもよい。
　すなわち、表示制御部７６０は、日車５を制御して、日車５の位置に応じて午前と午後
とを表示する。具体的には、午前の場合は、図１９の状態１に示すように、日車５に表記
された日の数字の間（例えば、１日の午前を示す場合は「３１」と「１」の間）が、日窓
２Ｂの中央に位置するように移動させ、午後である場合は、日車５に表記された日の数字
（例えば、１日の午後を示す場合は「１」）が日窓２Ｂの中央に位置するように移動させ
る。
　また、表示制御部７６０は、日車５の位置を時針３Ｄの位置に連動して移動させること
で、日車５の位置に応じて午前と午後とを表示してもよい。例えば、１日の場合は「１」
の中心を１２時に対応する位置、「３１」と「１」の間を０時に対応する位置、「１」と
「２」の間を２４時に対応する位置として、時針３Ｄの位置に応じた位置に移動させる。
このように、日車５を表面側から見て数字の中心に対して時計回り（日が降順に表示され
る方向）に回転していれば午前、日車５を表面側から見て数字の中心に対して反時計回り
（日が昇順に表示される方向）に回転していれば午後ということがわかる。
【０１２１】
　前記各実施形態および前記他の実施形態において、入力装置５３の操作に応じて、夏時
間を設定できるようにしてもよい。
　すなわち、制御装置７０は、例えば、りゅうず６を２段位置に引き出す夏時間設定表示
操作が行われると、現在の夏時間の設定状態を秒針３Ｂで表示する。また、制御装置７０
は、夏時間の設定状態が表示された状態で、ボタン７を押す等の夏時間の設定の切替操作
が行われると、夏時間設定モード（オン状態）および夏時間非設定モード（オフ状態）を
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、時刻修正部７５０は、時計表示用時刻データ６４０に、夏時間を加算する。これにより
、夏時間が反映された時刻が表示される。一方、夏時間非設定モードが設定され、りゅう
ず６が０段位置に戻されると、時計表示用時刻データ６４０に夏時間は加算されない。こ
れにより、夏時間が加算されていない標準時が表示される。
　なお、加算される夏時間は、予め設定された固定値（例えば＋１時間）であってもよい
し、タイムゾーン手動設定データ６８２において、現在設定されているタイムゾーン情報
に対応付けられている夏時間（ＤＳＴ）であってもよい。
　具体的は、例えば、図２０に示すように、文字板２に「ＯＮ」および「ＯＦＦ」の英字
を表記し、夏時間設定モードが設定された場合、表示制御部７６０が、秒針３Ｂに「ＯＮ
」を指示させ、夏時間非設定モードが設定された場合、表示制御部７６０が、秒針３Ｂに
「ＯＦＦ」を指示させる構成とする。
【０１２２】
　前記第１および第２実施形態では、タイムゾーン設定処理において、りゅうず６の回転
に伴い時針３Ｄを移動させる際、時針３Ｄに正時の位置を指示させているが、
これに限定されない。例えば、時針３Ｄに、修正後の時刻に応じた位置、すなわち、分針
３Ｃの位置に応じた位置を指示させてもよい。例えば、分針３Ｃが３０分を指示している
場合、時針３Ｄに正時と正時の中間の位置を指示させてもよい。
【０１２３】
　前記各実施形態において、現在設定されているタイムゾーンを確認するタイムゾーン確
認モードを、タイムゾーン修正モードとは別に設けてもよい。タイムゾーン確認モードは
、操作手段の所定の操作により実行される。タイムゾーン確認モードでは、制御装置は、
例えば、タイムゾーン手動設定データ６８２の秒針３Ｂの指示位置を参照して、秒針３Ｂ
に、現在設定されているタイムゾーン情報に対応した針位置を指示させる。
　この場合、ユーザーは、例えば取扱説明書を読むなどして、タイムゾーン情報と秒針３
Ｂの位置との関係を把握していれば、秒針３Ｂを確認することで、現在設定されているタ
イムゾーン情報を知ることができる。
【０１２４】
　前記各実施形態では、電子時計は、衛星信号を受信してタイムゾーンを計算して取得し
ているが、これに限定されない。例えば、Bluetooth（登録商標）などの近距離無線通信
を用いて、タイムゾーンを受信してもよい。
【符号の説明】
【０１２５】
　１…電子時計、１Ａ…時刻表示部、１Ｂ…カレンダー表示部、２…文字板、３Ｂ…秒針
、３Ｃ…分針、３Ｄ…時針、５…日車、７…ボタン、２０…ムーブメント、２２…駆動機
構、２４…二次電池、２５…ソーラーパネル、４０…平面アンテナ、５１…受信装置、５
２…計時装置、５３…入力装置、５４…表示装置、５５…充電回路、６０…記憶装置、７
０…制御装置、７６…表示制御部、２２１…第１ステップモーター、２２２…第２ステッ
プモーター、２２３…第３ステップモーター、２２４…第４ステップモーター、６００…
時刻データ記憶部、６３０…内部時刻データ、６４０…時計表示用時刻データ、６５０…
タイムゾーンデータ、６８０…タイムゾーンデータ記憶部、６８２…タイムゾーン手動設
定データ、７１０…測時部、７２０…測位部、７３０…タイムゾーン設定部、７４０…タ
イムゾーン修正部、７５０…時刻修正部、７６０…表示制御部。
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